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寺
師
さ
ん
は
、
平
成
三
十
年

四
月
に
藤
沢
市
葛
原
地
区
で
約

三
反
（
三
千
平
米
）
の
休
耕
地

を
借
り
入
れ
て
、
新
規
に
就
農

を
開
始
し
ま
し
た
。　

　

就
農
の
き
っ
か
け
は
、
野
菜

苗
を
取
り
扱
う
農
家
さ
ん
の

元
で
仕
事
を
し
た
こ
と
で
し

た
。
ハ
ウ
ス
で
苗
を
育
て
る
う

ち
に
、
野
菜
を
育
て
る
仕
事
の

魅
力
に
ひ
か
れ
、
自
分
の
畑
を

持
っ
て
、
様
々
な
種
類
の
野
菜

を
育
て
た
い
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

思
い
立
っ
た
ら
行
動
は
早

く
、
す
ぐ
に
亀
井
野
地
区
の

農
家
さ
ん
の
元
で
研
修
生
と

し
て
露
地
野
菜
の
栽
培
技
術

を
学
び
、
早
出
し
や
遅
出
し

な
ど
農
作
業
の
手
順
を
習
得

し
ま
し
た
。
農
作
業
に
関
し

て
は
素
人
の
寺
師
さ
ん
を
そ

の
農
家
さ
ん
は
丁
寧
に
指
導

し
、
今
で
も
師
と
し
て
尊
敬

し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

現
在
は
慣
行
農
法
で
、
小
松

菜
・
枝
豆
・
落
花
生
・
レ
タ
ス
・

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
等
を
栽
培
し
、

わ
い
わ
い
市
や
農
協
に
共
販
出

荷
し
て
い
ま
す
。

　

将
来
的
に
は
、
岐
阜
県
に

住
む
パ
ン
職
人
の
友
人
が
、

ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
の
出
な
い

パ
ン
作
り
を
研
究
中
の
た
め
、

食
材
と
し
て
安
全
・
安
心
な

農
作
物
を
友
人
に
提
供
し
た

い
。
そ
の
た
め
に
も
、
自
然

農
法
栽
培
を
目
指
し
、
農
作

業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
を
借

り
な
が
ら
規
模
拡
大
で
き
れ

ば
と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

将来は自然農法を目指したい！
藤沢市の寺

て ら

師
し

由
ゆ う こ

布子さん
寺師さんは平成 30年 4月より
藤沢市で新規就農しました。

新 規 就 農 者 の 紹 介
藤沢市

ふれあい　第19号
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「
茅
ヶ
崎
か
ら
安
全
・
安
心

な
野
菜
を
全
国
に
届
け
た
い
。」

そ
ん
な
思
い
か
ら
株
式
会
社

B
I
O
W
I
Z
は
茅
ヶ
崎
市

堤
地
区
で
平
成
三
十
一
年
三

月
、
約
三
反
（
三
千
平
米
）
か

ら
就
農
し
ま
し
た
。
そ
し
て
事

業
も
軌
道
に
乗
り
始
め
た
今
年

の
七
月
、
隣
の
畑
約
一
・
五
反

（
千
五
百
平
米
）
を
さ
ら
に
借

り
、
事
業
拡
大
を
し
ま
し
た
。

　

畑
で
は
、
ト
マ
ト
、
じ
ゃ
が

い
も
、
に
ん
じ
ん
、
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
、
菊
芋
な
ど
様
々
な
野
菜

を
栽
培
し
、
自
分
た
ち
に
合
う

野
菜
を
探
し
て
い
ま
す
。

　

小
さ
い
頃
、
身
体
が
弱
か
っ

た
株
式
会
社
B
I
O
W
I
Z
代

表
の
柏
木
さ
ん
は
、
食
べ
物
へ

の
関
心
が
高
く
、
食
べ
物
の
改

善
に
よ
り
健
康
的
な
生
活
が
送

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、

自
然
栽
培
と
い
う
分
野
に
行
き

着
い
た
と
の
こ
と
。

　

自
然
栽
培
に
出
会
っ
て
か
ら

は
、
全
国
各
地
の
農
家
さ
ん
を

訪
ね
、
農
法
の
確
立
、
販
売
方

法
の
経
験
を
積
み
ま
し
た
。
そ

し
て
、
現
在
は
、
日
本
だ
け
で

は
な
く
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
イ
ン

ド
な
ど
海
外
の
農
園
に
も
足
を

運
ん
だ
り
、
農
業
に
関
す
る
講

演
会
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、

安
心
安
全
な
野
菜
作
り
は
何
か

を
日
々
追
い
求
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
現
在

J
G
A
P
取
得
に
向
け
て
そ
の

準
備
を
進
行
中
。
J
G
A
P
取

得
に
よ
り
、
安
全
・
安
心
な
野

菜
作
り
の
評
価
を
得
て
、
新
た

な
販
路
の
開
拓
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
た
り
、
生
産
工
程
を

見
え
る
化
す
る
こ
と
で
、
よ
り

安
く
品
質
の
高
い
野
菜
作
り
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ど
う
し
て
J
G
A
P
取
得
に

取
り
組
ん
で
い
る
か
と
伺
う

と
、「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
食
材
基
準
に

J
G
A
P
が
条
件
と
な
っ
て
い

て
、
こ
れ
を
取
得
す
れ
ば
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
世
界
の
方
々
に

自
分
た
ち
の
野
菜
を
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
。」と
。

　

茅
ヶ
崎
で
育
っ
た
野
菜
が

い
つ
の
日
か
世
界
の
方
々
に

届
い
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

た
い
で
す
。

オリンピック・パラリンピックに向けて
JGAP 取得を目指す
株式会社 BIOWIZ
平成 31年 3月より

茅ヶ崎市で新規就農しました。

※JGAP（Japan Good Agricultural　Practice）と
は、食の安全や環境保全に取り組む農場に与えられ
る認証であり、日本発の国際水準のGAP認証制度

高木伸一さん（右）
青木幸隆さん（左）

新 規 就 農 者 の 紹 介
茅ヶ崎市

ふれあい　第19号
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農地の貸し借りについて

利用権設定とは

利用権設定の特徴

　農業経営基盤強化促進法に基づく利用権設定（以下、「利用権設定」と言
います。）とは、市と農業委員会が貸主と借主の間に入り、賃貸借契約（又
は使用貸借契約）を成立させる制度です。

　通常、農地の貸し借りには農地法第３条に規定する許可を受ける必要があ
りますが、利用権設定では許可申請よりも簡易な手続きで安心して農地を貸
し借りすることができます。

　利用権設定を行うことができる農地は、市街化調整区域内に所在する
農地に限ります。

　農地を借りられる方の要件やその他詳細につきましては、各市町農業
委員会にお問い合わせください。

農業経営基盤強化促進法に基づく利用権設定

詳細について

利用権設定を行うことができる農地

設定した契約期間（3～ 5年程度）が経過すれば、農地の賃
貸借（又は使用貸借）は自動的に終了し、農地が貸主に必
ず返還されます。

特徴
1

賃貸借（又は使用貸借）を継続したい場合は、更新手続き
を行うことにより引き続き賃貸借（又は使用貸借）を行う
ことが可能です。

特徴
2

契約期間中に諸事情が生じ利用権設定の解除を行いたい場合
には、双方合意のうえ解除申出書をご提出いただくことによ
り利用権設定の解除を行うことができます。

特徴
3

ふれあい　第19号
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藤
沢
市
の
農
業
委
員
会
は

二
十
五
人
の
農
業
委
員
及
び
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
で
構

成
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
う
ち

三
人
が
女
性
の
農
業
委
員
と
し
て

活
躍
し
て
い
ま
す
。
全
国
的
に
も

女
性
の
農
業
委
員
は
ま
だ
ま
だ
少

数
で
す
が
、
藤
沢
市
は
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
の
女
性
の
登
用
率
の
向
上

に
力
を
い
れ
て
お
り
、
農
業
委
員

会
に
つ
い
て
も
、
女
性
の
視
点
か

ら
新
し
い
風
を
吹
き
入
れ
る
貴
重

な
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
内
で
は
、「
か
な
が
わ
農
業

委
員
会
女
性
協
議
会
」
が
組
織

さ
れ
て
お
り
、
藤
沢
市
か
ら
い
つ

も
仲
良
く
三
人
で
参
加
し
、
他
市

町
の
女
性
農
業
委
員
と
交
流
を
深

め
る
と
と
も
に
、
先
進
地
視
察
な

ど
に
よ
り
、
常
に
新
し
い
情
報
の

習
得
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

女
性
農
業
委
員
三
人
の
声
と
し

て
、
委
員
に
就
任
前
は
農
業
委
員

会
は「
男
の
世
界
」と
ば
か
り
思
っ

て
お
り
、「
怖
い
人
が
多
い
の
か

な
？
」
と
い
う
先
入
観
を
も
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
毎
月
の
総
会
や

地
区
農
地
協
議
会
に
足
を
運
ん
で

い
る
う
ち
に
、
そ
ん
な
思
い
は
吹

き
飛
び
、
男
性
の
農
業
委
員
の
気

遣
い
や
優
し
さ
に
救
わ
れ
て
い
る

と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

業
務
に
つ
い
て
は
、
学
ぶ
べ

き
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、

「
将
来
の
藤
沢
の
農
業
の
た
め

に
」
と
思
い
、
元
気
は
つ
ら
つ

と
活
動
し
て
お
り
、
ぜ
ひ
次
に

つ
な
が
る
女
性
委
員
が
誕
生
す

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す

の
で
、
相
談
や
悩
み
事
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
私
た
ち
女
性
農
業

委
員
に
お
気
軽
に
ご
相
談
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

寒
川
町
小
動
（
こ
ゆ
る
ぎ
）

地
区
の
農
地
は
、
花
や
野
菜
の

施
設
園
芸
、
露
地
野
菜
の
多
品

目
生
産
、
稲
作
な
ど
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

水
田
は
農
地
の
約
三
分
の
一

を
占
め
、
そ
の
大
部
分
が
農
振

農
用
地
で
す
。
今
か
ら
三
十
年

前
に
土
地
改
良
が
行
わ
れ
、
区

画
整
理
、
用
排
水
路
や
農
道
の

整
備
に
よ
っ
て
生
産
基
盤
は
著

し
く
改
善
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
、

最
近
、
暗
渠
排
水
や
用
水
路
な

ど
の
農
業
水
利
施
設
に
老
朽
化

が
目
立
っ
て
き
ま
し
た
。

　

毎
年
、
夏
に
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

を
地
区
担
当
の
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
と
と
も
に
実
施
し

て
い
ま
す
。
水
田
は
地
域
農
家

や
地
区
内
外
の
担
い
手
に
よ
っ

て
熱
心
に
耕
作
さ
れ
、
不
耕
作

地
も
よ
く
保
全
管
理
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

小
動
地
区
で
も
、
高
齢
化
や
後

継
者
不
足
、
農
家
の
事
情
な
ど
に

よ
り
、
耕
作
で
き
な
い
農
地
が
増

え
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
担
い

手
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約
化
を

推
進
す
る
た
め
の
取
り
組
み
や
、

地
域
農
家
と
農
地
の
問
題
に
つ
い

て
話
し
合
い
地
域
の
将
来
像
を
描

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

藤沢市農業委員
（写真右から）

田
た

代
し ろ

　惠
え み こ

美子
神
か ん

﨑
ざ き

　享
きょう

子
こ

上
う え

田
だ

　洋
ひ ろ

子
こ

寒川町農業委員

市
い ち か わ

川　澄
す み

雄
お

農 業 委 員 の コ ラ ム
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鎌
倉
市
農
業
委
員
会
が
特
に

力
を
入
れ
て
い
る
活
動
は
、
遊

休
農
地
解
消
対
策
で
す
。

　

農
業
委
員
会
、
市
、
J
A
、

市
内
企
業
等
が
協
力
し
活
動
を

行
っ
て
お
り
、
そ
の
活
動
の
幅

は
年
々
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
農
業
振
興
地

域
の
遊
休
農
地
に
つ
い
て
、
草

刈
り
、
耕
う
ん
を
行
い
、
サ
ツ

マ
イ
モ
な
ど
を
植
え
て
農
地
に

復
元
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在

は
山
林
化
が
著
し
い
土
地
の
み

が
残
っ
て
い
る
状
況
で
す
。　
　

　

そ
の
た
め
、
昨
年
度
か
ら
は

農
業
振
興
地
域
以
外
の
遊
休
農

　

最
近
、
土
日
と
も
な
る
と
高

速
道
路
を
使
っ
て
海
を
見
に
来

る
人
が
多
く
な
っ
て
き
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
休
憩
す

る
場
所
が
茅
ヶ
崎
な
ん
で
す
。

　

茅
ヶ
崎
は
、
国
道
一
三
四
号

の
北
側
に
、
道
の
駅
を
建
設
す

る
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。
都

市
農
業
の
魅
力
が
ギ
ュ
ッ
と
詰

ま
っ
た
直
売
所
が
、
道
の
駅
と

し
て
「
起
農
」
し
、
休
憩
場
所

と
し
て
だ
け
で
な
く
、
市
外
か

ら
来
る
方
々
が
茅
ヶ
崎
の
農
産

地
の
解
消
対
策
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
活
動
地
は
、
長
ら
く

遊
休
農
地
に
な
っ
て
お
り
、
雑

草
の
伐
採
、
大
き
な
雑
木
の
撤

去
な
ど
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き

た
解
消
対
策
に
比
べ
復
元
に
時

間
を
要
す
る
も
の
で
す
。

　

土
地
の
中
に
は
、
多
く
の
石

が
混
入
し
て
お
り
、
こ
れ
を
手

作
業
で
撤
去
す
る
な
ど
、
復
元

へ
の
道
の
り
は
長
く
て
険
し
い

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
根
気
強
く

活
動
を
続
け
て
い
き
、
一
日
で

も
早
く
農
業
者
の
方
に
畑
と
し

て
使
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

尽
力
し
て
い
き
ま
す
。

物
、
景
色
等
に
触
れ
、
楽
し
ん

で
い
た
だ
く
機
会
が
増
え
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
農
業
者
の
高

齢
化
に
よ
る
担
い
手
不
足
や
、

生
産
緑
地
の
減
少
、
荒
廃
地
の

問
題
と
「
特
定
生
産
緑
地
制
度

の
指
定
」
に
向
け
て
の
個
別
相

談
も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

茅
ヶ
崎
に
ふ
さ
わ
し
い
都
市

農
業
を
振
興
し
期
待
し
た
い
と

思
い
ま
す
。 茅ヶ崎市農業委員会 会長代理

石
い し

井
い

　政
ま さ

幸
ゆ き

鎌倉市農業委員会 副会長

若
わ か

林
ば や し

　安
や す

雄
お

農 業 委 員 の コ ラ ム

ふれあい　第19号

− 7−



　

鎌
倉
市
農
業
委
員
会
で
は
、

平
成
十
八
年
か
ら
鎌
倉
市
遊
休

農
地
解
消
対
策
協
議
会
を
組
織

し
、
耕
作
放
棄
地
の
復
元
作
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
協
議
会
活
動
に

お
い
て
、
延
べ
一
万
七
百
十
五

平
米
の
農
地
を
復
元
し
ま
し
た
。

　

復
元
さ
れ
た
農
地
は
、
公
的

な
賃
貸
の
手
続
き
に
よ
り
、
新

た
な
耕
作
者
に
引
き
継
ぐ
こ
と

で
、
現
在
も
良
好
に
耕
作
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

遊
休
農
地
の
解
消
に
は
、
協

議
会
委
員
だ
け
で
な
く
、
民
間

企
業
等
と
の
連
携
が
不
可
欠
と

の
考
え
か
ら
、
平
成
二
十
五
年

度
に
市
内
企
業
で
あ
る
三
菱
電

機
株
式
会
社
、
平
成
二
十
七
年

度
に
公
益
社
団
法
人
鎌
倉
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
平
成

三
十
年
度
に
農
地
に
お
け
る
実

証
実
験
を
行
っ
て
い
る
ア
ク
プ

ラ
ン
タ
株
式
会
社
と
協
定
を
締

結
し
、
解
消
活
動
に
努
め
て
き

ま
し
た
。

　

昨
年
度
か
ら
復
元
作
業
を
開

始
し
た
農
地
は
、
雑
草
雑
木
の

繁
茂
が
著
し
い
土
地
で
し
た
。

今
年
度
は
、
復
元
さ
れ
た
一
部

の
農
地
に
お
い
て
、
三
菱
電
機

株
式
会
社
の
社
員
及
び
そ
の
家

族
に
よ
る
さ
つ
ま
い
も
の
植
付

け
作
業
や
、
新
入
社
員
約
五
十

名
に
よ
る
除
草
作
業
が
行
わ

れ
、
農
地
へ
の
復
元
が
進
み
ま

し
た
。
今
後
は
、
収
穫
体
験
も

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
遊
休
農
地
に
つ
い
て

は
、
い
ま
だ
雑
木
な
ど
が
あ
る

た
め
、
引
き
続
き
復
元
作
業
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

耕
作
可
能
な
農
地
へ

復
元

遊 休 農 地 の 解 消
鎌倉市

ふれあい　第19号
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利用状況調査を実施しています！

農地法違反に対する是正指導！
　

鎌
倉
市
で
は
、
平
成
二
十
二

年
九
月
に
策
定
し
た
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
実
施
計
画
に
基
づ
き
、

農
業
委
員
会
が
主
体
と
な
っ
て

市
及
び
県
の
関
係
課
と
合
同
で

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
年
に
数
回

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
、

農
業
振
興
地
域
内
の
農
地
を

中
心
に
、
違
反
地
の
是
正
状

況
の
確
認
や
是
正
指
導
を
行

う
と
と
も
に
、
農
地
へ
の
産

業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
、
農

地
の
無
断
転
用
の
発
見
、
防

止
、
違
反
者
へ
の
是
正
指
導

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
各
関
係
機
関
と

連
携
し
て
、
引
き
続
き
積
極

的
に
違
反
是
正
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

平
成
二
十
八
年
四
月
の
法
改
正
に
よ
り
、
農
地
利
用
の
最

適
化
は
農
業
委
員
会
の
必
須
業
務
の
一
つ
と
な
り
ま
し
た
。

　

各
市
町
の
農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
管
内
の
農
地
を
一

筆
ご
と
に
確
認
し
、
耕
作
放
棄
地
、
違
反
転
用
等
に
つ
い

て
調
査
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
を
行
っ
た
後
、
新
た
に
遊
休
化
し
て
い
る
農
地
等

に
つ
い
て
、
土
地
所
有
者
に
文
書
に
よ
り
通
知
し
、
今
後

の
農
地
の
利
用
に
つ
い
て
意
向
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

意
向
を
確
認
し
た
農
地
に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員
会
に

よ
る
遊
休
農
地
の
解
消
活
動
、
農
地
中
間
管
理
機
構
へ
の

斡
旋
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
遊
休
農
地
等
の
発
生
の
防
止
に
努
め
、
農
地

利
用
の
最
適
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

ふれあい　第19号
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農業者年金の特徴
1　農業に従事されている方は誰でも加入できます

　60歳未満の国民年金第1号被保険者（国民年金保険料納付免除者を除く。）であって年間
60日以上農業に従事している方は誰でも加入できます。配偶者や後継者など家族農業従事者
の方も加入できます。

2　保険料は自分で選べ、いつでも見直しできます
　自分が必要とする年金額の目標に向けて、保険料を自由に決められ（月額2～6万7千円の
間で千円単位）、経営状況や老後設計に応じていつでも見直せます。

3　税制面で大きな優遇措置があります
◦‌�支払った保険料は、全額が社会保険料控除の対象となり、所得税・住民税が節税になります。
（支払った保険料の15％～ 30％が節税）
◦‌�農業者年金基金が保険料を運用して得られる収益（保険料の運用益）は非課税です。
◦‌�将来受け取る農業者年金には公的年金等控除が適用されます。	 ‌
（65歳以上の方は公的年金等の合計額が120万円までの場合は、全額控除できます）

つまり入口から出口まで税制上の優遇措置があります

農業者年金のポイント！！
～しっかり積立、がっちりサポート、安心で豊かな老後を！～

まだまだ特徴はあります、詳しくは…

独立行政法人　農業者年金基金
TEL：03-3502－3199（相談員）　TEL：03－3502－3942（企画調整室）

ホームページ：http://www.nounen.go.jp
農業者年金の内容やご相談については、最寄りの農業委員会かJAまたは農業者年金基金にお問い合わせください。

老後の備えは万全ですか？
現在65歳の農業者年金受給者の
平均余命は、男性が22年（87歳）、
女性が27年（92歳）です。

女性の老後は男性以上に長い道のりです。

農業者の老後の生活の収入は、

国民年金＋農業者年金が基本です！
国民年金の支給額は月額最高6万5千円、

夫婦お二人で約13万円です。
一方、高齢農家の家計費は夫婦お二人で
23万8千円が必要となるデータがあります。

➡月額約10万円不足！

家族経営協定を結べば
保険料の国庫補助も受けられます。

認定農業者で青色申告をしている方と
家族経営協定を結んで農業経営に

参画している配偶者も
保険料の国庫補助が受けられます。

農業者年金の加入には
農地の権利名義は要りません。

ご主人だけが農業者年金へ加入していたとしたら、
先にご主人が亡くなった時、あなたの老後の支えは

国民年金だけになってしまいます。
一人一人の備えが大切です。

女性農業者の長い老後を
しっかりサポートします

国民年金の不足分を
しっかりカバーします

女性の農業経営への参画を
しっかり応援します！

自らの力で
老後に安心を！

日本人の平均寿命は、男性84歳、女性89歳となっており、
農業者年金受給者の平均余命の方が長くなっています。

ふれあい　第19号
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1 改正の目的等
　都市農地が、これまでの「宅地化すべきもの」から都市に「あるべきもの」へと位置付けが大き
く転換されました。これは都市農地が有する多様な機能の発揮を通じて、良好な都市環境の形成に
資するように都市農地を計画的に保全・活用していくためで、都市緑地法等と併せて改正されました。

2 改正された主な内容
（1）生産緑地地区の指定下限値を300㎡まで引き下げ可能に（条例を制定した場合） 

　政令により500㎡（下限値）以上の農地等について指定することが可能でしたが、公園や
緑地などの整備状況等を勘案して、条例により下限値を300㎡まで引き下げることが可能に
なりました。 ※各市条例の制定により300㎡まで引き下げました。
【条例制定状況】
鎌 倉 市 … 平成30年7月施行　藤 沢 市 … 平成30年6月施行　茅ヶ崎市 … 平成30年3月施行

（2）生産緑地地区内において直売所・農家レストラン等の施設の設置が可能に
　生産緑地地区内で許可を受けて建築できる施設として、ビニールハウス、集荷倉庫、農機
具等の倉庫などに加え、以下の施設が追加されました。
①農作物等を原材料に使用する製造・加工施設（ジャム等の製造施設など）
②農作物等や上記①で製造・加工した商品を販売する店舗（直売所など）
③農作物等を材料として使用する飲食店（農家レストランなど）

（3）買取り申出までの期間を10年間延長することが可能に
　市に買取り申出ができる時期は、「生産緑地地区の都市計画決定の告示日から30年経過
後」とされていましたが、所有者等の意向を基に、「特定生産緑地」として指定することで
10年延長することができるようになりました。

■設置要件
1　施設の敷地を除いた部分が 500㎡（※）以上であること。
（※条例で別に規模を定める場合はその規模）

2　施設の敷地面積合計は、生産緑地地区面積の 10分の 2以下であること。
3　設置管理者は、当該生産緑地に係る農業等の主たる従事者であること。
4　�上記①・③の施設では当該生産緑地又は市内で生産された農産物等を主たる原材料
等として 5 割以上を使用すること。
上記②の施設で販売するものは、過半を当該生産緑地又は市内で生産された農産物
等及び①の施設で製造・加工されたものとすること。

■設置に係る注意点
1　設置に当たり生産緑地法に基づく許可を受ける必要があります。
2　用途地域の制限やその他の法令の基準により設置できない場合があります。

生産緑地法の改正について

ふれあい　第19号
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「
食
材
を
活
か
し
た
い
」、「
神
奈

川
の
食
材
を
も
っ
と
広
め
た
い
」

と
力
強
く
語
っ
て
く
だ
さ
る
の
は

茅
ヶ
崎
市
の
阿
部
富
美
さ
ん
。

　

阿
部
さ
ん
は
栄
養
学
と
薬
膳

か
ら
考
案
し
た
健
康
メ
ニ
ュ
ー

を
指
導
す
る
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
タ

ジ
オ
を
運
営
。
料
理
教
室
で
は
阿

部
さ
ん
が
栄
養
士
、
国
際
薬
膳

食
育
師
や
食
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
な
ど
の
有
資
格
者
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
レ
シ
ピ
や
調
理
法

を
学
べ
る
だ
け
で
な
く
、
健
康

で
お
い
し
く
楽
し
く
な
る
よ
う

な
食
に
関
す
る
様
々
な
知
識
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
生
徒

さ
ん
か
ら
も
「
楽
し
い
」、「
食
材

を
活
か
す
知
識
が
身
に
つ
い
た
」

な
ど
と
好
評
と
の
こ
と
で
す
。

　

阿
部
さ
ん
の
活
動
は
料
理
教
室

の
運
営
に
と
ど
ま
ら
ず
、
か
な
が

わ
ブ
ラ
ン
ド
を
広
く
告
知
す
る
活

動
、
未
病
改
善
や
食
育
に
関
す
る

講
演
、
料
理
講
座
講
師
、
薬
膳

授
業
と
地
域
に
密
着
し
な

が
ら
、
食
を
通
じ
て
、
人
、

農
業
、
地
域
、
社
会
が
明

る
く
発
展
し
て
い
く
た
め

の
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
、料
理
教
室
で
初
め
て
、

か
な
が
わ
ブ
ラ
ン
ド
サ
ポ
ー
ト
店

と
し
て
登
録
し
、
教
室
で
使
用
す

る
食
材
に
か
な
が
わ
ブ
ラ
ン
ド
を

取
り
入
れ
、
生
徒
さ
ん
へ
紹
介
し

た
り
、
メ
ニ
ュ
ー
の
一
部
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
す
る
な
ど

し
て
か
な
が
わ
ブ
ラ
ン
ド
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

阿
部
さ
ん
は
、「
S
N
S
な
ど

で
情
報
を
発
信
す
る
と
、
発
信
し

た
情
報
を
閲
覧
し
た
人
か
ら
コ

メ
ン
ト
、
連
絡
が
来
る
こ
と
が

あ
り
、新
た
な
つ
な
が
り
が
で
き
、

活
動
の
幅
も
広
が
り
ビ
ジ
ネ
ス

が
生
ま
れ
る
こ
と
も
あ
る
。」
と

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た

情
報
発
信
す
る
こ
と
の
魅
力
も

語
っ
て
い
ま
し
た
。
農
家
さ
ん

の
中
に
も
S
N
S
で
情
報
を
発

信
し
、
新
た
な
お
客
さ
ん
か
ら

購
入
し
て
も
ら
っ
て
い
る
例
や
、

農
家
さ
ん
同
士
で
新
た
に
ビ
ジ

ネ
ス
を
始
め
て
い
る
例
な
ど
を

話
し
て
く
だ
さ
り
、
情
報
を
発

信
し
て
い
く
必
要
性
な
ど
も
話

し
て
い
ま
し
た
。

神奈川の食材を活かす料理で健康に

住　　所▶茅ヶ崎市共恵 1-2-18 ともえ桜ビル 301  
T　E　L▶080-5673-5422  
定 休 日▶木曜日、日曜日隔週  
営業時間▶
（お問い合わせ）

月 - 金　AM8：00～ PM8：00 
土 - 日　AM8：00～ PM4：00 

南口

★

茅ヶ崎駅

駅前ロータリー

コンビニ
銀行 雄

三
通
り

サ
ザ
ン
通
り

Green Cooking-ABE 
かながわブランドとは
　組織的な生産体制に基づき、品質、生産並びに供給
体制の向上及び安定を目指す県内産農林水産物及びそ
の加工品のことをいう。

かなさんの畑

http://kanasan-no-hatake.jp/

GreenCooking-ABE
阿

あ べ

部 富
ふ み

美さん

詳しくはコチラ

詳しくは
コチラ

輝 く 湘 南 ファーマー輝 く 湘 南 ファーマー
茅ヶ崎市
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「
自
ら
外
に
足
を
運
ぶ
こ
と

で
新
た
な
ア
イ
デ
ア
が
湧
き
、

い
ろ
ん
な
人
と
の
出
会
い
が
あ

る
」
と
茅
ヶ
崎
市
下
寺
尾
で
ト

マ
ト
を
主
と
し
た
農
園
を
営
む

野
﨑
さ
ん
は
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

軽
く
、
新
し
い
こ
と
へ
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
続
け
て
い
る
。
野
﨑
さ

ん
は
野
﨑
農
園
の
五
代
目
。
先

代
が
残
し
た
畑
や
栽
培
方
法
、

販
路
を
活
か
し
つ
つ
、
日
々
研

鑽
し
活
動
的
だ
。

　

野
﨑
さ
ん
は
、
耕
作
の
合
間

で
、
農
業
関
連
の
会
社
の
施
設

見
学
、農
協
の
講
座
へ
の
参
加
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
新
し

い
農
法
の
調
査
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
最
近
で
は
、
ト
マ

ト
以
外
は
一
切
使
用
し
な
い

一
〇
〇
％
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
を

開
発
。
こ
の
開
発
の
成
功
は
、

交
友
関
係
の
あ
る
農
家
や
融
資

先
の
銀
行
に
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス

の
開
発
の
相
談
を
持
ち
か
け
た

と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
神
奈
川
県
の
農
業
技

術
セ
ン
タ
ー
が
生
で
食
べ
て
も

加
熱
調
理
し
て
も
お
い
し
い
と

開
発
し
た
「
湘
南
ポ
モ
ロ
ン
」

の
栽
培
を
三
年
前
か
ら
開
始
。

「
先
代
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し

つ
つ
、
時
代
に
合
わ
せ
た
新
し

い
事
業
も
取
り
組
ま
な
い
と
安

定
し
た
経
営
は
難
し
い
」
と
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

一
般
的
に
新
し
い
品
種
を
栽

培
す
る
の
は
栽
培
方
法
も
確
立

し
て
い
な
い
部
分
も
あ
り
、
難

し
い
と
さ
れ
て
い
る
。し
か
し
、

他
の
ト
マ
ト
を
栽
培
し
続
け
て

き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
応

用
が
利
く
の
も
野
﨑
農
園
だ
か

ら
こ
そ
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

当
面
は
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
・

湘
南
ポ
モ
ロ
ン
の
知
名
度
を
あ

げ
て
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
て
い

き
、
今
後
も
新
し
い
こ
と
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
農
業
経
営
に

生
か
し
て
い
き
た
い
と
話
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

新規事業へもチャレンジ
野﨑農園　野

の

﨑
ざ き

 寿
と し か ず

一さん

住　　所▶茅ヶ崎市下寺尾 336
T　E　L▶070-4097-5459

トマトジュースのご購入は
直売所またはオンラインショップへ

野﨑農園直売所

輝 く 湘 南 ファーマーShonan Farmer 輝 く 湘 南 ファーマー
茅ヶ崎市
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鎌
倉
市
内
に
数
あ
る
「
鎌
倉

や
さ
い
」
を
使
っ
た
レ
ス
ト
ラ

ン
の
ひ
と
つ
が
鎌
倉
市
雪
ノ
下

の
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン

「
ラ
・
ポ
ル
タ
」（
店
名
の
ラ
・

ポ
ル
タ
は
イ
タ
リ
ア
語
で
扉
）

で
す
。

　

シ
ェ
フ
の
斉
藤
さ
ん
は
、
レ

ス
ト
ラ
ン
以
外
に
も
、
家
具
職

人
、
土
木
業
な
ど
の
多
彩
な
経

歴
を
お
持
ち
で
す
。

　

東
京
都
赤
坂
で
レ
ス
ト
ラ

ン
を
営
ん
で
い
た
頃
、
鎌
倉

か
ら
の
お
客
さ
ん
の
紹
介
を

受
け
、
十
五
年
前
に
鎌
倉
市

内
の
古
民
家
を
自
ら
改
装
し
、

お
店
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の

後
、
六
年
前
に
現
在
の
お
店

に
移
転
し
ま
し
た
。

　

野
菜
は
、「
鎌
倉
や
さ
い
」

に
こ
だ
わ
り
、
鎌
倉
市
農
協
連

即
売
所
（
通
称
、
レ
ン
バ
イ
）

で
購
入
す
る
ほ
か
、
ハ
ー
ブ
な

ど
は
レ
ス
ト
ラ
ン
の
裏
で
自
家

栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

ラ
ン
チ
セ
ッ
ト
の
ラ
タ
ト
ゥ

イ
ユ
、
バ
ー
ニ
ャ
カ
ウ
ダ
や
前

菜
の
盛
り
合
わ
せ
な
ど
に
多
く

の
「
鎌
倉
や
さ
い
」
が
使
わ
れ

て
お
り
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
お
店

で
す
。

　

鎌
倉
で
長
ら
く
愛
さ
れ
た
味

を
求
め
て
、
一
度
お
店
の
扉
を

開
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

「鎌倉やさい」を使った
地元に愛されるイタリアン

営業時間▶
11時30分～14時30分
17時30分～21時
定 休 日▶
毎週水曜日  
住　　所▶
鎌倉市雪ノ下4-3-20 

★
宝戒寺

報国寺

鎌倉宮
（大塔宮）

鶴岡八幡宮

朝比奈 I.C.→

瑞泉
寺→

鎌
倉
駅

↑
北
鎌
倉

若
宮
大
路

逗子→

岐れ路

お問合せ・ご予約は 0467-55-9828まで

LA PORTA（ラ・ポルタ）

LA PORTA　斉
さ い と う

藤 宣
の ぶ

二
じ

さん

輝 く 湘 南 ファーマー輝 く 湘 南 ファーマー
鎌倉市
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時代に合った販売を模索♪

　

大
平
さ
ん
は
、
農
業
高
校
卒

業
後
、
二
年
間
住
み
込
み
で
花

き
修
行
を
し
た
の
ち
、
実
家
に

て
就
農
し
、
父
・
勝
さ
ん
の
も

と
、
当
初
は
花
き
の
ほ
か
、
水

稲
、
野
菜
、
し
い
た
け
栽
培
等

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後

花
き
栽
培
を
学
ぶ
べ
く
、
一
年

間
の
海
外
研
修
（
米
国
）
に
参

加
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
は

「
切
り
花
と
忍
耐
力
を
学
ん
で

来
た
。」
と
笑
い
な
が
ら
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
帰
国
後

は
鉢
花
を
メ
イ
ン
に
、
初
代
鎌

倉
市
認
定
農
業
者
と
し
て
本
格

的
に
農
業
に
取
組
み
、
現
在
に

い
た
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

大
平
さ
ん
の
ご
子
息
の
成

晴
さ
ん
も
農
業
に
従
事
さ
れ

て
お
り
、
親
子
三
代
で
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
自
身
の
海
外
研
修

経
験
を
次
世
代
に
広
め
る
た

め
、
海
外
研
修
事
業
の
O
B

組
織
の
神
奈
川
県
代
表
を
務

め
、
全
国
会
議
等
に
出
席
す

る
な
ど
精
力
的
に
活
動
を
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
「
近
年
の
花
き
の
売
り
上
げ
に

つ
い
て
は
減
少
傾
向
で
あ
り
、

母
の
日
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の

売
り
上
げ
を
み
て
も
、
そ
れ
が

顕
著
に
現
れ
て
い
る
の
で
、
新

し
い
も
の
を
切
り
開
い
て
い

き
、
こ
の
業
界
が
永
く
続
い
て

い
く
よ
う
に
頑
張
り
た
い
。」

と
今
後
の
目
標
を
熱
く
語
っ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

鎌倉市手広地区　大
お お ひ ら

平 篤
と く は る

治さん

輝 く 湘 南 ファーマーShonan Farmer 輝 く 湘 南 ファーマー
鎌倉市

ふれあい　第19号
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〝

 

農
ス
ク
ー
ル 〟

は
、
生
活

保
護
受
給
者
・
ホ
ー
ム
レ
ス
・

引
き
こ
も
り
・
ニ
ー
ト
・
う
つ

病
な
ど
社
会
か
ら
孤
立
し
て
い

る
方
を
農
作
業
を
通
し
て
「
や

り
が
い
や
仕
事
観
、
自
己
肯
定

感
」
を
得
る
こ
と
で
就
労
の

き
っ
か
け
を
つ
く
り
、
同
時
に

基
礎
的
な
農
業
の
イ
ロ
ハ
を
学

び
、
就
農
機
会
を
生
み
農
業
の

人
材
不
足
解
消
も
目
指
す
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

代
表
の
小
島
さ
ん
は
教
員
と

し
て
働
く
両
親
の
も
と
熊
本
の

農
村
で
生
ま
れ
育
ち
、
小
学
生

の
頃
、
食
糧
難
に
あ
え
ぐ
海
外

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
を
見

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
食
料

危
機
を
救
う
可
能
性
を
秘
め
た

農
業
に
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
藤
沢
市
内
の
大
学
に

進
学
し
、
横
浜
駅
構
内
で
横
た

わ
る
ホ
ー
ム
レ
ス
の
姿
を
見
て
、

彼
ら
を
救
う
た
め
農
業
で
で
き

る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
と
一
念

発
起
。
平
成
二
十
年
秋
か
ら
横

浜
市
の
畑
を
借
り
て
農
業
を
開

始
し
、
平
成
二
十
五
年
八
月
か

ら
藤
沢
市
葛
原
で〝

 

農
ス
ク
ー

ル 〟

を
設
立
し
ま
し
た
。

　

小
島
さ
ん
は
「
土
に
触
れ
、
時

間
を
か
け
野
菜
を
育
て
収
穫
に

至
る
小
さ
な
成
功
体
験
が
、
受

講
生
の
表
情
を
明
る
く
変
え
て

い
き
、
こ
れ
ま
で
の
約
八
〇
名

の
卒
業
生
の
半
数
が
就
労
に
結

び
つ
き
、
農
家
に
転
職
し
た
方

も
い
ま
す
。」
と
熱
く
語
り
ま
す
。

　

ま
た
七
月
か
ら
藤
沢
市
ま
ち

づ
く
り
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事

業
と
し
て
「
農
福
連
携
入
門
講

座
」
を
藤
沢
市
と
共
催
で
開
催
。

農
業
と
福
祉
が
連
携
す
る
た
め

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
教
え
、
現
場
で

活
躍
で
き
る
福
祉
人
材
の
育
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
公

開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
農
業

と
福
祉
が
連
携
す
る
た
め
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

農福連携に取り組む
特定非営利活動法人　農スクール代表

株式会社 えと菜園代表　小
お

島
じ ま

 希
き よ こ

世子さん

…………………… 公開講座 ……………………
①令和元年 11 月 16 日（土）“ 知っていますか？ 農福連携 ”
　講師：鶴田志郎、佐藤一絵、濱田健司 各氏
②令和 2 年 1 月 18 日（土）“ 新しい福祉を農業から考えてみ

ませんか？”
　講師：橋本大二郎氏
※いずれも先着 300 名、参加費無料
　場所：Fプレイス（藤沢市藤沢公民館・労働会館等複合施設）

 お申し込み・問い合わせ先：0466-21-7285（農スクール）

藤沢市

輝 く 湘 南 ファーマー輝 く 湘 南 ファーマー
ふれあい　第19号
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る
料
理
の
ラ
ン
チ
が
、
大
人
・

中
高
生 

千
六
百
八
十
円
。
小

学
生 

九
百
八
十
円
（
金
額
は

す
べ
て
税
別
）。
地
元
の
食
材

と
発
酵
調
味
料
を
組
み
合
わ
せ

た
料
理
や
新
鮮
な
玉
子
が
評
判

で
遠
方
か
ら
来
ら
れ
る
リ
ピ
ー

タ
ー
も
居
る
と
か
。

　

今
年
は
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
摘
み

や
芋
掘
り
な
ど
農
業
収
穫
体
験

を
組
み
合
わ
せ
た
ラ
ン
チ
イ
ベ

ン
ト
も
企
画
し
、
好
評
を
得
て

い
ま
す
。

　

新
鮮
な
地
元
野
菜
を
味
わ
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

藤
沢
市
遠
藤
の
慶
應
義
塾
大

学
湘
南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
近
く

に「
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
い
ぶ
き
」

は
あ
り
、
本
来
農
振
農
用
地
区

域
内
に
は
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
を

設
置
で
き
ま
せ
ん
が
、
転
用
を

緩
和
す
る
特
例
措
置
の
国
家

戦
略
特
区
「
地
域
農
畜
産
物

利
用
促
進
事
業
」
を
活
用
し

て
、
全
国
で
六
例
目
の
事
業

と
し
て
平
成
三
十
年
五
月
に

誕
生
し
ま
し
た
。

　

開
業
者
の
農
地
所
有
適
格
法

人
株
式
会
社
い
ぶ
き
の
冨
田
社

長
は
「
緑
地
と
田
園
が
残
る
遠

藤
の
風
景
を
大
切
に
し
て
地
域

を
知
っ
て
も
ら
う
」「
四
季
折
々

の
食
材
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
」

「
地
産
地
消
で
農
家
の
収
入
増

や
地
域
の
活
性
化
に
繋
げ
る
」

「
農
業
に
興
味
を
持
っ
て
若
者

を
呼
び
込
み
後
継
者
不
足
の
解

消
を
図
る
」
な
ど
四
つ
の
理
念

で
農
家
の
抱
え
る
課
題
解
決
の

一
助
に
な
れ
ば
と
農
家
レ
ス
ト

ラ
ン
を
開
き
ま
し
た
。

　

野
菜
や
畜
産
物
の
五
十
%
以

上
を
地
元
食
材
で
賄
う
こ
と
が

特
区
の
条
件
と
な
っ
て
い
て
、

端
境
期
の
食
材
の
調
達
に
苦
労

さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

営
業
は
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ

ル
で
、
二
十
種
類
以
上
の
選
べ

自然の力・畑の力・地元の力
農家レストラン いぶき

冨田社長ご夫妻

営業時間▶午前 11時～午後 3時まで（予約可）
住　　所▶藤沢市遠藤 3889-1
T　E　L▶0466-86-7602  

★
湘南慶育病院

県道藤沢厚木線

至湘南台

至辻堂

慶応大学前 遠藤山崎慶応大学入口

43

農家レストラン いぶき

藤沢市

輝 く 湘 南 ファーマーShonan Farmer 輝 く 湘 南 ファーマー
ふれあい　第19号
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小
動
（
こ
ゆ
る
ぎ
）
地
区
で
相

原
善
久
さ
ん
は
、
妻
・
芳
子
さ
ん

と
息
子
の
堅
一
さ
ん
と
親
子
三
人

で
い
ち
ご
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

い
ち
ご
は
約
一
反
（
千
平
米
）「
や

よ
い
ひ
め
」
と
い
う
品
種
を
栽
培

し
て
い
ま
す
。
や
よ
い
ひ
め
は
、

実
が
固
く
、
ほ
ど
よ
い
酸
味
が

あ
り
、
他
の
品
種
よ
り
長
く
栽
培

で
き
る
利
点
が
あ
り
ま
す
。
三
月

か
ら
苗
を
育
て
、
九
月
に
定
植
、

十
一
月
初
旬
に
交
配
蜂
を
用
い
て

受
粉
さ
せ
十
二
月
初
旬
に
は
出
荷

で
き
る
そ
う
で
す
。
出
荷
先
は
、

市
場
、
わ
い
わ
い
市
寒
川
店
、
フ

ジ
ス
ー
パ
ー
寒
川
店
へ
出
荷
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
直
接
買
い
に
来

る
お
客
さ
ん
も
い
る
そ
う
で
す
。

　

堅
一
さ
ん
は
、
中
央
農
業
高
校

を
卒
業
し
た
後
、
別
の
仕
事
に
就

い
て
い
ま
し
た
が
、
十
年
前
か
ら

就
農
し
て
い
ま
す
。
栽
培
で
気
を

つ
け
て
い
る
こ
と
は
、
病
気
を
出

さ
な
い
こ
と
や
、
虫
の
防
除
な
ど

で
、
天
候
や
温
度
も
生
育
に
大
き

く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
有

機
肥
料
を
使
っ
て
土
づ
く
り
を
す

る
こ
と
も
お
い
し
い
い
ち
ご
を
栽

培
す
る
の
に
欠
か
せ
な
い
そ
う
で

す
。
出
荷
時
に
は
品
質
を
保
つ
た

め
身
を
さ
わ
ら
な
い
よ
う
に
収
穫

し
て
い
ま
す
。

　

農
業
の
魅
力
は
「
お
客
さ
ん
か

ら
お
い
し
い
と
言
わ
れ
る
こ
と
で

す
。
ま
た
、
今
後
の
目
標
は
規
模

を
増
や
し
て
収
穫
を
増
や
し
た

い
」
と
力
強
く
語
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
善
久
さ
ん
は
「
後
継
ぎ

が
出
来
て
農
地
を
守
っ
て
も
ら
え

る
の
で
、
仕
事
の
や
り
が
い
も
大

き
く
な
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

堅
一
さ
ん
は
、
平
成
三
十
一
年

四
月
か
ら
さ
が
み
農
協
青
壮
年

部
で
副
部
長
と
し
て
活
躍
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
善
久
さ
ん
は
、

平
成
二
十
九
年
七
月
か
ら
寒
川
町

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を

務
め
て
い
ま
す
。
地
域
で
遊
休
農

地
に
な
り
そ
う
な
農
地
を
五
反
ほ

ど
担
い
手
に
耕
作
し
て
も
ら
え
る

よ
う
働
き
か
け
ま
し
た
。

　

今
後
も
担
い
手
が
少
な
く
状
況

は
厳
し
い
で
す
が
、
遊
休
農
地
の

状
態
は
も
っ
た
い
な
い
の
で
遊
休

農
地
の
解
消
に
努
め
て
い
き
た
い

と
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

親子で継ぐいちご栽培
寒川町小動地区　相

あ い は ら

原 善
よ し ひ さ

久さん（中）
　　　　　　　　相原 芳

よ し

子
こ

さん（左）
　　　　　　　　相原 堅

け ん い ち

一さん（右）

寒川町

輝 く 湘 南 ファーマー輝 く 湘 南 ファーマー
ふれあい　第19号
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小
谷
地
区
で
大
久

保
泰
明
さ
ん
は
、
息

子
の
真
一
さ
ん
と
親

子
二
人
で
水
稲
、
露

地
野
菜
、
果
樹
を
十

反
（
一
万
平
米
）
の

農
地
で
栽
培
し
て
い

ま
す
。
泰
明
さ
ん

は
、
主
に
き
ゅ
う

り
、
ト
マ
ト
、
ナ
ス
、

小
か
ぶ
の
栽
培
、
真

一
さ
ん
は
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
、

ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
、
ニ

ン
ジ
ン
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

真
一
さ
ん
は
出
版
社
に
勤
め

て
い
ま
し
た
が
、
七
年
前
に
就

農
し
ま
し
た
。
圃
場
の
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
の
樹
は
、
学
生
時
代
に

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
研
究
を
し
て

い
た
関
係
で
母
校
か
ら
譲
り
受

け
た
も
の
で
す
。
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
は
、
酸
性
の
土
壌
で
育
つ

の
で
硫
黄
を
施
し
た
り
、
無
農

薬
で
栽
培
し
て
い
る
の
で
害
虫

の
防
除
や
草
刈
り
な
ど
手
間
が

か
か
る
そ
う
で
す
。
六
月
か
ら

八
月
末
ま
で
収
穫
し
、
わ
い
わ

い
市
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

親
子
で
就
農
し
た
こ
と
に
よ

り
、
相
互
に
協
力
し
て
耕
作
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し

た
。
例
え
ば
外
出
し
た
時
に
農

作
業
が
止
ま
る
こ
と
な
く
、
一

年
を
通
し
て
農
地
の
管
理
が
出

来
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

泰
明
さ
ん
は
消
防
団
長
と
し

て
活
躍
し
て
お
り
、
真
一
さ
ん

も
、
地
元
の
消
防
分
団
に
所
属

し
て
い
ま
す
。
平
成
三
十
年
に

は
三
世
代
に
わ
た
っ
て
消
防
団

に
所
属
し
て
い
た
た
め
、
寒
川

町
か
ら
特
別
感
謝
状
を
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
泰
明
さ
ん

は
寒
川
町
農
業
委
員
と
し
て
、

真
一
さ
ん
は
、
神
奈
川
県
相
模

川
左
岸
土
地
改
良
区
管
理
人
と

し
て
地
域
貢
献
を
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
食
育
推
進
の
た

め
地
元
の
小
学
校
の
米
づ
く
り

体
験
と
し
て
、
田
植
え
、
稲
刈

り
、
脱
穀
、
も
ち
つ
き
の
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
目
標
は
、
規
模
を
拡

大
し
て
生
産
品
目
を
増
や
し
て

い
き
た
い
と
力
強
く
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

親子で農業と地域貢献
寒川町小谷地区　大

お お

久
く ぼ

保 泰
や す あ き

明さん（右）
　　　　　　　　大久保 真

し ん い ち

一さん（左）

寒川町

輝 く 湘 南 ファーマーShonan Farmer 輝 く 湘 南 ファーマー
ふれあい　第19号
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鎌
倉
市
・
藤
沢
市
・
茅
ヶ
崎
市
・
寒
川
町

の
農
業
委
員
会
で
構
成
す
る
湘
南
地
区

農
業
委
員
会
連
合
会
で
は
、
定
期
的
に

農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
の
研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
第
一
回
目
の
研
修
会
は
、
八

月
九
日
（
金
）
藤
沢
市
役
所
会
議
室
で

開
催
さ
れ
、
猛
暑
の
中
、
多
く
の
委
員

が
参
加
し
ま
し
た
。（
一
社
）
全
国
農
業

会
議
所
か
ら
講
師
を
招
き
、
農
業
委
員

会
を
巡
る
農
業
情
勢
に
つ
い
て
や
情
報

提
供
の
推
進
に
つ
い
て
（
一
社
）
神
奈

川
県
農
業
会
議
か
ら
農
業
者
年
金
制
度

の
概
要
に
つ
い
て
の
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
い
ず
れ
の
内
容
に
つ
い
て
も
、

各
委
員
の
知
識
向
上
を
図
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

今
年
も
、多
く
の
関
係
者

の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、こ
の
農
業
だ
よ
り「
ふ
れ

あ
い
」第
十
九
号
を
発
行
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
の
梅
雨
は
日
照
時
間

が
短
く
、
気
温
の
低
い
日
が

続
き
、
収
穫
物
の
出
来
具
合

が
芳
し
く
な
い
な
ど
、
農
業

を
取
り
巻
く
環
境
は
と
て
も

厳
し
い
で
す
。
そ
の
よ
う
な

な
か
、
取
材
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た
方
々
に
、
御
礼
を
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
日
々

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
な
さ
っ
て

い
る
姿
に
は
尊
敬
と
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
「
ふ
れ
あ
い
」
が
、

皆
様
の
情
報
誌
と
し
て
、
少

し
で
も
お
役
に
立
ち
、
ご
愛

読
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
後

も
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

研修会風景

農
業
委
員
会
の
研
修
会

編
集
後
記

※お問い合わせは、各市町の農業委員会事務局へ
鎌 倉 市 0467-23-3000 内線2482　 藤 沢 市 0466-50-3565（直通）
茅ヶ崎市 0467-82-1111 内線1391　 寒 川 町 0467-74-1111 内線753

ふれあい　第19号

− 20 −


